
働
き
方
改
革
の
推
進
で
若
者
に 

魅
力
あ
る
建
設
産
業
を
目
指
そ
う

　
「
働
き
方
改
革
の
推
進
で
若
者
に
魅
力
あ
る
建
設
産

業
の
実
現
を
目
指
そ
う
」
を
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

第
七
十
八
回
定
期
大
会
が
、
七
月
十
六
日
長
崎
新
聞
社

ア
ス
ト
ピ
ア
で
開
催
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
二
類

か
ら
五
類
へ
と
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
大
会
も

昨
年
同
様
に
時
間
短
縮
、
来
賓
の
皆
様
に
も
出
席
を
控

え
て
頂
き
、
当
日
は
執
行
部
、
組
合
代
議
員
、
男
性
書

記
局
の
一
八
二
名
が
参
加
し
、
組
織
強
化
・
仕
事
確
保

な
ど
、
新
年
度
運
動
方
針
や
予
算
を
確
認
し
あ
い
ま
し

た
。

　
は
じ
め
に
、
寺
田
副
委
員
長

に
よ
る
開
会
あ
い
さ
つ
。
続
い

て
、
こ
の
一
年
間
に
亡
く
な
ら

れ
た
組
合
員
に
黙
と
う
を
捧
げ

ま
し
た
。
大
会
諸
役
員
の
選
出

が
あ
り
、
井
手
資
格
審
査
委
員

長
の
報
告
を
受
け
、
大
会
の
成

立
が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。
大
会

議
長
に
は
、
佐
世
保
北
支
部
の

松
山
代
議
員
と
平
戸
支
部
の
大

浦
代
議
員
を
選
出
。

　
本
部
執
行
部
を
代
表
し
て
、

佐
藤
執
行
委
員
長
は
、
組
織
拡

大
に
つ
い
て
建
設
従
事
者
が
減

少
傾
向
に
あ
る
厳
し
い
状
況
の

中
、
四
〇
七
名
の
新
し
い
仲
間

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、

今
春
の
統
一
自
治
体
選
挙
に
お

い
て
皆
様
の
ご
支
援
に
よ
り
組

合
推
薦
議
員
十
三
名
の
当
選
を

勝
ち
取
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
お

礼
を
述
べ
ら
れ
、
ま
た
建
設

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
推
進
や
働
き

方
改
革
の
建
設
業
へ
の
完
全
適

用
に
よ
り
技
能
労
働
者
の
環
境

改
善
が
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
建

設
業
界
は
大
き
な
変
革
の
波
に

さ
ら
さ
れ
て
お
り
、
組
合
員
の

仕
事
に
役
立
つ
情
報
の
発
信
や

諸
活
動
の
充
実
を
図
っ
て
い
き

ま
す
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
拡
大
表
彰
で
は
、
年
間
拡
大

目
標
・
年
間
純
増
を
達
成
し
た

中
央
支
部
・
浦
上
西
支
部
・
大

村
支
部
の
三
支
部
、
年
間
拡
大

目
標
を
達
成
し
た
東
長
崎
支
部
、

組
織
純
増
を
果
た
し
た
島
原
支

部
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
議
事
に
入
り
、
令
和
四
年
度

活
動
経
過
報
告
と
会
計
決
算
報

告
、
令
和
五
年
度
運
動
方
針
案
、

会
計
予
算
案
に
つ
い
て
執
行
部

よ
り
提
案
が
な
さ
れ
、
質
疑
応

答
の
後
、
拍
手
に
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
役
員
改
選
で
は
、
木
下
選
挙

管
理
委
員
長
よ
り
令
和
五
年
度

役
員
に
つ
い
て
提
案
が
な
さ
れ
、

佐
藤
圭
介
執
行
委
員
長
を
は
じ

め
、
新
執
行
部
五
十
一
名
が
、

全
員
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　
新
執
行
部
を
代
表
し
て
、
佐

藤
執
行
委
員
長
は
「
若
年
技
能

者
へ
魅
力
あ
る
組
合
作
り
、
そ

し
て
仲
間
の
仕
事
と
暮
ら
し
、

い
の
ち
と
健
康
を
守
る
た
め
、

執
行
部
が
一
丸
と
な
っ
て
運
動

に
邁
進
し
て
参
り
ま
す
」
と
決

意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
大
会
議
長
よ
り
ス

ロ
ー
ガ
ン
が
読
み
上
げ
ら
れ
参

加
者
全
員
の
拍
手
で
採
択
。

　
続
い
て
、
大
会
宣
言
を
方
山

青
年
部
長
が
「
本
大
会
で
決
定

し
た
運
動
方
針
に
則
し
て
全
力

で
推
進
す
る
」
と
高
ら
か
に
読

み
上
げ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
坂
口
副
委
員
長
の

閉
会
あ
い
さ
つ
、
佐
藤
新
執
行

委
員
長
の
力
強
い
発
声
で
「
団

結
頑
張
ろ
う
」
を
三
唱
し
て
、

今
年
の
大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。 【

大
会
出
席
者
数
】

　
　
出
席
代
議
員�

九
十
八
名

　
　
委
任
状
提
出�

二
十
二
名

　
　
執
行
部�

五
十
二
名

　
　
書
記
局�

十
名

　
　
合
計�

一
八
二
名

第78回
定期大会
第78回
定期大会

７
・７
賃
金
・
単
価
引
き
上
げ
、 

予
算
要
求
中
央
総
決
起
大
会 

国
保
組
合
予
算
確
保
へ
向
け
全
国
の
仲
間
と
要
請

　
日
比
谷
公
園
大
音
楽
堂
に
て
「
建
設
国
保
の
育
成
・
強
化
、
賃
金
・
単
価
を
引
き

上
げ
、
物
価
高
騰
か
ら
仕
事
と
暮
ら
し
を
守
ろ
う
！
」
を
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

予
算
要
求
中
央
総
決
起
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
四
十
八
県
連
・
組
合
か
ら
一
、

九
〇
四
人
の
仲
間
が
集
ま
り
、
建
設
長
崎
か
ら
佐
藤
委
員
長
ほ
か
二
名
で
参
加
し
ま

し
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
て
中
西
執
行
委
員
長
は
、
挨
拶
の
な
か
で
「
物
価
高
騰
か
ら
仕

事
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
諸
要
求
実
現
に
向
け
て
来
年
度
概
算
要
求
に
、
必
要
額
を

盛
り
込
ま
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
全
国
六
十
二
万
の
仲
間
の
団
結
で
要
求
実
現
に

向
け
て
ガ
ン
バ
ロ
ウ
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
各
政
党
か
ら
の
激
励
の
挨
拶
、
基
調
報
告
、
決
意
表
明
、
大
会
決
議
の

提
案
、
採
択
の
後
、
プ
ラ
カ
ー
ド
ア
ク
シ
ョ
ン
と
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
を
行
い
、
四
年

ぶ
り
と
な
る
デ
モ
行
進
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
終
了
後
に
は
、
取
り
組
み
に
対
す
る
理
解
と
協
力
を
求
め
る
た
め
、
地
元
選

出
の
国
会
議
員
を
訪
問
し
、
要
請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

【
要
請
先
】

（
衆
議
院
議
員
）

西
岡
秀
子
氏
・
加
藤
竜
祥
氏

谷
川
弥
一
氏
・
末
次
精
一
氏

山
田
勝
彦
氏

（
参
議
院
議
員
）

古
賀
友
一
郎
氏
・
山
本
啓
介
氏

新役員あいさつをする佐藤委員長

建
設
国
保
の
育
成
・
強
化
を
求
め
る
要
請
書

一　
国
民
負
担
に
考
慮
し
、
国
民
医
療
へ
の
公
費
助
成
を
拡
充
し
て
く
だ
さ
い
。

二�　
二
〇
二
四
年
度
の
国
保
組
合
へ
の
国
庫
補
助
は
、
自
然
増
を
含
む
医
療
費

の
伸
び
と
感
染
症
拡
大
に
よ
る
影
響
な
ど
も
考
慮
し
医
療
費
動
向
を
適
切

に
勘
案
し
、
現
行
補
助
水
準
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

三�　
国
民
健
康
保
険
の
管
理
・
運
営
主
体
は
、
今
後
と
も
公
営
国
保
と
国
保
組

合
と
し
、
建
設
国
保
を
育
成
・
強
化
し
て
く
だ
さ
い
。

祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

全
国
建
設
労
働
組
合
総
連
合

中
央
執
行
委
員
長

中
西
　
孝
司

他
全
建
総
連
加
盟
各
県
連
組
合
よ
り

四
十
五
通

連
合
長
崎
会
長

髙
藤
　
義
弘

九
州
労
働
金
庫
長
崎
県
本
部
　
本
部
長

中
野
　
　
忠

全
労
済
長
崎
県
本
部
　
本
部
長吉

次
　
博
之

社
会
民
主
党
長
崎
県
連
合
　
代
表村上

　
信
行

長
崎
地
区
労
働
組
合
会
議
　
議
長小宮

　
伸
二

衆
議
院
議
員

西
岡
　
秀
子

長
崎
県
議
会
議
員

坂
本
　
　
浩

長
崎
市
議
会
議
員

野
口
　
達
也

長
崎
市
議
会
議
員

池
田
　
章
子

（
上
）
日
比
谷
公
園
大
音
楽
堂

（
左
）
要
望
書
手
渡
し
（
西
岡
秀
子
議
員
秘
書
）

August
No.698
２０２３年 8 月１５日

１部２０円　組合員の購読料は組合費に含みます
印刷●㈱昭和堂　TEL095-821-1234

8
発行●長崎県建設産業労働組合　〒852-8021　長崎市城山町１７番５８号　TEL095 -862 -7121　FAX095 -862 -5281　http//www.kensetunagasaki.org/　発行責任者●若杉孝雄　編集人●古井宏樹

第78回定期大会
特　集　号

建 設 長 崎 毎月１回１５日発行　　２０２3年（令和５年）８月１５日発行第 ６98 号　（１9７４年５月3０日　第３種郵便物認可）�1



⑴　

仲
間
の
力
を
結
集
し
組
織
増
勢
を
図
ろ
う
。

⑵　

青
年
部
の
育
成
と
主
婦
会
の
輪
を
広
げ
、
内
部
強
化
を
図
ろ
う
。

⑶　

住
宅
支
援
事
業
の
活
用
と
住
宅
デ
ー
の
推
進
で
仕
事
確
保
に
つ
な

げ
よ
う
。

⑷　

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
推
進
し
、
賃
金
単
価
の
引
き
上
げ
を
実

現
し
よ
う
。

⑸　

技
術
・
技
能
を
高
め
技
能
労
働
者
の
地
位
向
上
に
活
か
そ
う
。

⑹　

長
建
国
保
の
国
庫
補
助
金
を
確
保
し
、
生
命
と
健
康
を
守
ろ
う
。

⑺　

助
け
合
い
共
済
の
健
全
運
営
で
、
福
祉
共
済
の
充
実
を
図
ろ
う
。

⑻　

労
働
保
険
適
正
加
入
を
図
り
、
安
全
意
識
の
高
揚
と
労
働
災
害
撲

滅
を
目
指
そ
う
。

⑼　

大
衆
増
税
に
反
対
し
、
納
税
者
の
権
利
を
確
立
し
よ
う
。

⑽　

反
戦
・
反
核
、
平
和
と
民
主
主
義
を
守
ろ
う
。

～
組
織
拡
大
・
賃
金
引
上
げ
・
労
働
環
境
の
改
善
を
図
ろ
う
～

　
　

佐藤　圭介　氏

　
皆
様
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
執
行
委
員
長
を
仰
せ
つ
か
っ

て
い
ま
す
佐
藤
と
申
し
ま
す
。

大
会
開
催
に
あ
た
り
執
行
部
を

代
表
し
て
ご
挨
拶
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

本
日
は
、
早
朝
よ
り
県
下

十
五
支
部
の
代
議
員
（
九
十
八

名
）
の
皆
様
、
本
部
役
員
の
皆

様
に
は
、
建
設
長
崎
第
七
十
八

回
定
期
大
会
に
ご
出
席
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
ま
ず
は
、
梅
雨
明
け
間
近
と

い
う
中
、
九
州
北
部
は
じ
め
北

陸
、
東
北
地
方
で
は
記
録
的
な

豪
雨
に
よ
り
、
各
地
で
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
被

災
さ
れ
た
方
々
に
対
し
ま
し
て

心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
の
七
十
七
回
大

会
以
降
、
こ
の
一
年
間
執
行
部

は
じ
め
仲
間
の
皆
さ
ん
に
は
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
感
染
対
策
を

講
じ
な
が
ら
も
様
々
な
活
動
に

積
極
的
に
取
り
組
み
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
に
対
し
ま
し
て
心

よ
り
敬
意
を
表
し
、
感
謝
申
し

上
げ
る
次
第
で
す
。

　
当
面
の
情
勢
と
し
て
、
こ
の

三
年
に
及
ん
だ
コ
ロ
ナ
禍
に
加

え
て
、
昨
年
か
ら
の
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
事
侵
攻
に

伴
い
、
日
用
品
や
建
設
資
材
の

価
格
の
値
上
が
り
が
未
だ
続
い

て
お
り
、
組
合
員
仲
間
の
皆
さ

ん
の
仕
事
と
暮
ら
し
に
も
大
き

く
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
国
は
、
現
場
の
技
能
者
の
賃

上
げ
に
向
け
て
、
公
共
工
事
労

務
単
価
を
引
き
上
げ
た
り
、
国

交
大
臣
と
業
界
団
体
の
間
で
技

能
者
五
％
賃
上
げ
に
合
意
を
し

た
り
と
、
賃
上
げ
の
機
運
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
が
、
現
場
で
働

く
仲
間
の
賃
金
に
し
っ
か
り
と

反
映
さ
せ
る
た
め
に
は
、
提
言

だ
け
で
は
な
く
、
法
律
と
し
て

し
っ
か
り
と
位
置
付
け
る
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
全
建
総
連
は

そ
の
仕
組
み
づ
く
り
の
実
現
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

我
々
も
動
向
を
注
視
し
全
建
総

連
と
も
に
所
要
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
組
合
運
動
の
重
点
課
題
の
ひ

と
つ
（
大
き
な
柱
）
仲
間
を
増

や
す
取
り
組
み
で
は
仲
間
の
皆

様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
こ
の
一

年
間
で
（
年
間
目
標
四
五
〇
名

に
対
し
）
四
〇
七
名
の
新
し
い

仲
間
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
建
設
従
事
者
の
減
少
傾

向
に
あ
る
中
、
四
〇
七
名
も
の

仲
間
が
加
入
い
た
だ
い
た
こ
と

は
今
後
の
取
り
組
み
に
も
繋
が

る
も
の
と
期
待
す
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
組
合
の
健
康
保
険
、
建
設
国

保
を
守
る
取
り
組
み
で
は
何
と

言
っ
て
も
来
年
度
の
国
保
組
合

に
対
す
る
補
助
金
確
保
・
予
算

確
保
に
向
け
た
ハ
ガ
キ
要
請
の

取
り
組
み
が
重
要
で
す
。
マ
イ

ナ
保
険
証
の
見
直
し
と
保
険
証

交
付
存
続
を
求
め
皆
様
と
一
緒

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
昨
年
夏
（
Ｒ
４
・

７
／
10
投
票
）
の
参
議
院
選
挙
、

そ
し
て
今
年
春
の
統
一
自
治
体

選
挙
で
は
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
自
治
体

選
挙
で
当
選
し
た
各
級
の
推
薦

議
員
の
皆
様
に
は
、
中
小
建
設

事
業
者
の
仕
事
確
保
・
職
人
の

仕
事
と
暮
ら
し
の
改
善
に
向
け

て
特
段
の
ご
尽
力
い
た
だ
く
よ

う
連
携
を
強
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
間
の
選

挙
支
援
の
取
り
組
み
に
対
し
ま

し
て
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
建
設
従
事
者
の
処
遇
改
善
の

一
環
で
あ
る
、
建
設
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
も
技
能
者
登

録
で
五
月
末
時
点
で
一
一
九
万

人
を
超
え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
町
場
を
含
め
た
全
て
の
建
設

現
場
で
技
能
者
の
資
格
と
経
歴

に
相
応
し
い
適
正
な
賃
金
確
保

の
環
境
づ
く
り
に
向
け
て
Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ｓ
の
普
及
促
進
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

の
導
入
が
十
月
に
迫
っ
て
い
ま

す
。

　
同
じ
く
十
月
よ
り
、
石
綿
含

有
建
材
事
前
調
査
で
資
格
者

（
建
築
物
石
綿
含
有
建
材
調
査

者
）
に
よ
る
事
前
調
査
が
義
務

化
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
来
年
四
月
か
ら
は
、

働
き
方
改
革
の
建
設
業
へ
の
完

全
適
用
に
よ
り
時
間
外
労
働
時

間
の
上
限
規
制
な
ど
働
く
環
境

の
改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
建
設
業
界
は

大
き
な
変
革
の
波
に
さ
ら
さ
れ

て
い
ま
す
。
組
合
は
法
改
正
や

新
し
い
制
度
な
ど
の
仕
事
に
役

立
つ
必
要
な
情
報
収
集
と
発
信

に
努
め
、
仲
間
の
皆
さ
ん
や
組

織
拡
大
に
も
活
か
し
て
い
け
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
改
め

て
こ
の
一
年
、
組
合
員
並
び
に

主
婦
会
の
皆
様
に
は
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
に
対
し
ま
し
て
深

く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
日
の
大
会
が
、
仲
間
の
皆

様
に
と
り
ま
し
て
有
意
義
な
実

り
あ
る
大
会
と
な
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
、
執
行
部
を

代
表
し
て
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

執
行
委
員
長
あ
い
さ
つ

第78回定期大会スローガン

大会諸役員

松山 新二（佐世保北支部）　大浦 広己（平戸支部）

大
会
議
長

井手　 保

選
挙
管
理
委
員
長

木下　忠明

大
会
運
営
委
員
長 

兼

資
格
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委
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名
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名
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身
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長
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介

浦

上

東
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委
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長

石　

田　

哲　

雄

浦

上

西

専

従

副
執
行
委
員
長

寺　

田　

孝　

弘

平

戸

大

工

副
執
行
委
員
長

井　

手　
　
　

保

西

彼

左

官

副
執
行
委
員
長

木　

下　

忠　

明

諫

早

大

工

副
執
行
委
員
長

坂　

口　

忠　

義

中

央

左

官

書

記

長

西　

平　

博　

之

浦

上

西

専

従

書
記
次
長

若　

杉　

孝　

雄

中

央

専

従

執
行
委
員

大　

賀　

修　

司

東

長

崎

専

従

執
行
委
員

池　

田　
　
　

剛

浦

上

東

専

従

執
行
委
員

城　

下　

大　

輔

中

央

専

従

執
行
委
員

本　

多　

常　

秋

中

央

型
枠
大
工

執
行
委
員

馬　

渡　

鉄　

洋

中

央

大

工

執
行
委
員

北　

村　

五　

男

大

浦

左

官

執
行
委
員

古　

里　

一　

紀

大

浦

塗
装
工

執
行
委
員

小　

宮　

清　

治

市

南

大

工

◎
執
行
委
員

山　
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委
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彼

大
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司
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工
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年　
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大

工
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委
員
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田　
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樹

佐
世
保
中
央

型
枠
大
工

執
行
委
員

大　

島　

𠮷　

博

佐
世
保
中
央

大

工

執
行
委
員

茅　

原　

喜
志
男

佐
世
保
東

土
木
工

執
行
委
員

長　

島　

則　

行

佐
世
保
東

大

工

執
行
委
員

福　

田　

栄　

治

佐
世
保
北

大

工

執
行
委
員

柚　

元　

美　

則

佐
世
保
北

大

工

執
行
委
員

須　

藤　

輝　

久

北

松

大

工

◎
執
行
委
員

福　

田　

敏　

幸

北

松

大

工

執
行
委
員

岡　

田　
　
　

眞

平

戸

大

工

執
行
委
員

原　

田　

仁　

志

平

戸

土
木
工

会
計
監
査

下　

川　

孝　

貴

浦

上

西

配
管
工

会
計
監
査

山　

崎　

貞　

博

諫

早

電
気
工

◎
会
計
監
査

松　

本　

浩　

治

佐
世
保
中
央

大

工

執
行
委
員
待
遇

方　

山　

栄　

治

大

浦

青
年
部

◎
執
行
委
員
待
遇

副　

島　

具　

巳

大

村

青
年
部

執
行
委
員
待
遇

山　

形　

マ
ス
子

浦

上

西

主
婦
会

◎
執
行
委
員
待
遇

久
保
田　

由
美
子

島

原

主
婦
会

特
別
執
行
委
員

井　

関　

一　

幸

本

部

専

従

特
別
執
行
委
員

松　

園　

俊　

輔

本

部

専

従

特
別
執
行
委
員

古　

井　

宏　

樹

本

部

専

従
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各
種
表
彰

年
間
拡
大
目
標
達
成
と 

 

組
織
年
間
純
増
支
部
表
彰

組
織
拡
大
運
動
を
推
進
し
年
間
拡
大
目
標
を
達
成 

す
る
と
と
も
に
年
間
純
増
支
部
と
し
て
表
彰

組
織
年
間
純
増
支
部

こ
の
一
年
間
に
組
織
純
増
と
な
っ
た
支
部
を
表
彰

○
島
原
支
部
（
年
間
純
増
三
名
）

組
織
拡
大
功
労
者
表
彰

こ
の
一
年
間
に
五
名
以
上
の
新
し
い
仲
間
を
紹
介
・

加
入
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
を
対
象
に
表
彰

○
大
浦
支
部
　
田
原
洋
司
さ
ん
（
五
名
） 

○
浦
上
西
支
部
　
山
本
謙
一
郎
さ
ん
（
五
名
） 

○
大
村
支
部
　
小
川
晃
希
さ
ん
（
五
名
） 

○
大
村
支
部
　
百
木
壮
亮
さ
ん
（
五
名
）

年
間
拡
大
目
標
達
成
支
部

各
支
部
に
設
定
さ
れ
た
組
織
拡
大
目
標
を
達
成
し
た

支
部
を
表
彰

○
東
長
崎
支
部
（
年
間
拡
大
　
二
十
七
名
）

○
大
村
支
部

（
年
間
純
増
　
六
名
）

○
浦
上
西
支
部

（
年
間
純
増
　
四
名
）

○
中
央
支
部

（
年
間
純
増
　
九
名
）

執
行
委
員

山
﨑
昌
晴

 

（
市
南
）

執
行
委
員

福
田
敏
幸

 

（
北
松
）

会
計
監
査

松
本
浩
治

 

（
佐
世
保
中
央
）

前
執
行
委
員
　
近
藤
力
也
　（
北
松
）

前
会
計
監
査

吉
元
隆
一

 

（
佐
世
保
北
）

前
執
行
委
員

山
下
洋
二

 

（
市
南
）

前
執
行
委
員
待
遇

馬
場
ヒ
ロ
子

 

（
中
央
）

執
行
委
員
待
遇

副
島
具
巳

 

（
大
村
）

執
行
委
員
待
遇

久
保
田
由
美
子

 
（
島
原
）

新役員紹介

退任役員

　

私
た
ち
は
本
日
、
建
設
長
崎
第
七
十
八
回
定
期
大
会
を
開
催
し
、
新
年

度
の
運
動
方
針
と
し
て
、
組
織
強
化
と
拡
大
、
仕
事
確
保
で
生
活
を
守
り
、

ま
た
、
技
能
労
働
者
の
地
位
の
向
上
を
目
指
し
、
社
会
保
障
を
拡
充
さ
せ
、

労
働
災
害
を
撲
滅
す
る
事
を
中
心
と
し
た
取
り
組
み
を
決
定
し
た
。

　

世
界
的
な
原
材
料
価
格
の
上
昇
と
国
内
に
お
け
る
物
価
・
建
設
資
材
価

格
の
高
騰
が
、
仲
間
の
仕
事
と
く
ら
し
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　

国
や
建
設
業
界
は
、
若
年
入
職
者
の
減
少
と
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
事

を
踏
ま
え
て
、
将
来
の
担
い
手
確
保
と
生
産
性
の
向
上
の
た
め
、
社
会
保

険
適
用
の
強
化
、
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
の
引
き
上
げ
、
建
設
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
働
き
方
改
革
に
よ
る
週
休
二
日
制
の
実
施

と
長
時
間
労
働
の
是
正
等
、
技
能
労
働
者
の
処
遇
改
善
を
進
め
て
い
る
。

　

私
た
ち
が
要
望
し
て
き
た
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
は
、
仕
事
確
保

に
つ
な
が
り
、
大
き
な
経
済
波
及
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
今
後
も
、

県
下
各
自
治
体
に
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創
設
・
拡
充
を
要
請
し
、

各
地
域
で
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
を
実
現
・
拡
充
す
る
こ
と
が
、
市
民
の
リ

フ
ォ
ー
ム
需
要
を
喚
起
し
、
仲
間
の
受
注
機
会
確
保
に
も
つ
な
が
っ
て
い

く
。

　

そ
し
て
、
私
た
ち
の
生
命
と
健
康
を
守
る
建
設
国
保
は
、
建
設
労
働
者

に
と
っ
て
最
も
適
し
た
健
康
保
険
と
し
て
、
建
設
国
保
の
育
成
強
化
を
求

め
る
運
動
を
推
進
し
て
き
た
。

　

私
た
ち
は
全
国
の
仲
間
と
共
に
建
設
国
保
の
安
定
運
営
に
向
け
た
ハ
ガ

キ
要
請
、
地
元
国
会
議
員
要
請
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
、

私
た
ち
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
、
安
全
な
就
労
環
境
を
今
後
も
確
保
し
て
い

く
と
と
も
に
、
組
織
拡
大
と
組
織
純
増
を
め
ざ
す
事
を
目
標
に
、
本
大
会

で
決
定
し
た
運
動
方
針
に
則
っ
て
全
力
で
推
進
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
。

令
和
五
年
七
月
十
六
日

�

長
崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合

�

第
七
十
八
回
定
期
大
会

大
会
宣
言

青
年
部
長

方
山
栄
治
（
大
浦
支
部
）

質
疑
を
さ
れ
る
代
議
員

会
場
内
の
様
子
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第78回 定期大会に参加して （敬称略）

組合員全員で盛り上げる
　コロナウイルスも落ち着い
てきて、今大会は久しぶりに
多くの代議員が参加しての大
会となりました。残念ながら
来賓はいませんでしたが、
徐々に組合活動もコロナ禍前
のような状態に戻ってきてい

ると感じました。
　今後は本部そして支部の活動もどんどん
再開されると思いますので、組合員全員で
組合を盛り上げていかなければと思います。

若い人が働きやすいように
　建設業は高齢化が進み、若
い人が中々入ってこない状況
が続いています。しかし、衣
食住と言うように、生活して
いくうえで住むところは必要
であり、私たち建設業にたず
さわる人間も絶対に必要です。

若手の育成、また若い人が働きたいと思う
ような建設業になるよう、組合には頑張っ
ていただきたいと思います。

大切な機会に
　私自身、昨年より副支部長
に就任し、その中で始めて定
期大会に参加をしました。各
種内容が討議され組合の今後
を考える大切な機会だと感じ
ました。私も組合の力になれ
るよう支部行事など協力をし

ていきたいと思います。

青年部活動へ更に力を
　組合組織が減少している事
や青年層の組合加入が少ない
事や、コロナ禍の影響がなく
なりつつある今から色々な取
り組みが出来ると思います。
今後、支部の青年部活動へ更
に力を入れていこうと思った

大会になりました。

数年ぶりに参加
　数年ぶりに参加させていた
だきましたが、以前と違い時
間短縮で要点のみ抑えられた
提案だったので内容が良く理
解できない点もありましたが、
短期集中の有意義な大会で
あったと思います。

　今後はコロナで思ったような活動が出来
なかった分を取り戻せるよう諸活動を頑張
りたいと思います。

中央支部
田森　　勝

大浦支部
鳥田　時治

市南支部
山下　和哉

東長崎支部
寺田　竜彦

浦上西支部
濵口　信夫

仲間づくりを
　コロナ禍も落ち着きを見せ、
久しぶりに定期大会へ参加さ
せて頂きました。
　今後の建設業において様々
な課題がありますが、みんな
で協力し、組合運動の発展と
仕事確保、仲間づくりを出来
たらと思います。

取組み内容に圧倒
　今回で二回目の参加になり
ましたが、昔と比べて、開催
時間を縮小しての大会でした
が内容や取組みについては変
わらず圧倒されました。昨今
はコロナ禍で様々な組合活動
が制限されてきましたが、今
年の五月からコロナは五類と
なり、少しずつ制限も緩和さ

れる事でしょう。今後の活動では、一致団結
し組合を盛り上げていければと思いました。

一人一人が仲間同士となり
　私は、今回の大会に参加し
て建設長崎が私たちに必要な
情報や活動を伝え、心と身体
の健康を大事にしてくれる大
切な組織である事をつくづく
実感いたしました。
　日々の働きの中で活かされ
る組合の運営と活動、私たち
一人一人が仲間同士となり強

力な友となって前進することが必要である
と思いました。これからも、仲間を増やし
て大切な家族のためお互い頑張りましょう。
　コロナの為に、何もできなかったがこれ
からは進んで挑戦していくことができる事
でしょう。何かと楽しみ増えていくようで
期待し、組合の活動に精進いたします。

初参加で思いも新たに
　今回、参加させて頂きまし
た。常日頃より大変お世話に
なっている組合に、また、職
人や技能者が減少している昨
今、何かお役に立てる事があ
るのではないかと役職も頂き、
微力ではありますが組織の一
員として活動していければと
思います。組合員それぞれの

ご健勝とご多幸を願い、建設長崎の益々の
発展をご祈念申し上げます。

組織拡大に全力で取り組む
　今回、定期大会に参加させ
ていただき、建設長崎の活動
内容や予算など、様々な事を
知ることが出来ました。また、
建設業界を取り巻く環境は大
変厳しいですが、組織拡大に
全力で取り組みたいと思いま
す。そして、今回の大会参加
の経験を、これからの組合活

動に活かしていきたいと思います。

佐世保中央支部
瀬尾　恒太

佐世保東支部
茅原　喜人

佐世保北支部
山川　　進

北松支部
福田　敏幸

平戸支部
久保　満路

熱量ある意見交換
　今回初めて定期大会に参加
させて頂きました。
　時間短縮ではありましたが、
各支部の代表の参加人数の多
さと諸先輩方の熱量ある意見
交換を拝聴し、もっと若い組
合員の方々にも体験してもら
い、今以上に建設組合を盛り
上げ、次につなげる組織つく
りが必要な課題だと思いまし
た。

組合について学ぶ機会
　今回初めて建設長崎定期大
会に参加しました。県下各地
より大勢の組合の仲間が参加
していて、組合の団結力を感
じました。現在は分会長をし
ておりますが、改めて組合に
ついて学ぶ機会となり、大変
勉強になりました。

組合の魅力を発信
　定期大会には初めての参加
でしたが仕事の確保や労働環
境、建設国保、研修会当組合
員の事を考えて取組みをされ
ていることがよく理解でき有
意義な時間でした。
　職人不足や資材高騰ほか、
現状の問題もある中ですが、
これからは人が集まっての行
事や活動が再開されていくに
あたり、建設業と組合の魅力

をたくさんの方に発信して仲間を増やし活
気ある、そして強固な組織になっていくこ
とと思っております。

いつの間にかベテランに
　会場に入ると、「おはよう
ございます」「お久しぶりで
すね」「ご無沙汰しています」
「こちらこそ」顔見知りの専
従役員さんとの挨拶。今日は
建設長崎第78回定期大会であ
る。あぁ、この人も支部で一
緒だったなぁ。こっちの人も、
あっちの人も！支部活動も長
くなると気づいた時には、歴
代数多くの職員さん達にお世

話になっていた。自分自身、若いつもりで
いたが、いつの間にかベテランの方になっ
ている⁉しかし、会場を見渡すと、私より
も大先輩方の方々が多く見受けられる。若
い人達も見えるが、まだまだ平均年齢は高
そうだ。私の地元でも若い人の働き手は数
少ない。原因は労働環境なのか？低賃金な
のか？はたまた・・・？
　とにかく若手が育つ職場環境を私も目指
さねば‼その為にも若い人達も参加しやす
いような、建設長崎定期大会にして行こう
ではないか‼ガンバロウ‼

新加入者を増やせるように
　新型コロナウイルスによる
時間短縮の定期大会となりま
した。
　新型コロナは終息したわけ
ではないので、まだコロナ前
と同様の組合本部行事・支部
行事を行えるわけではありま
せんが、組合を停滞させるわ
けにはいかないと強く感じま
した。
　また、組合への新規加入者

を増やせるよう、私自身もこれまで以上に
現場での声掛け運動を行っていきたいと思
います。

浦上東支部
深井　伸也

西彼支部
宮城　　忍

諫早支部
水本　一彦

大村支部
大安　　勝

島原支部
本田　岩勝
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皆さまの役にたてるように
　昨年、入院の時期と重な
り今回初めて定期大会に参
加させていただきました。
新型コロナウイルスの影響
もあり、本来の定期大会は
経験出来ませんでしたが、
今後の組織のあり方や方針
を考えるとても良い機会と

なりました。分からない事も多く、出来
る事が少ないですが組織の為、支部の為
に役に立てるように、努力していきたい
と思います。

書記局
松本　純一

組合の理解を深められた
　今回、初めて定期大会に
参加させていただきました。
　コロナ禍の影響で規模を
縮小しての開催ではありま
したが、組合の運動方針や
活動内容への理解を深めら
れ、良い時間となりました。

まだまだ分からないことも多く、自分が
出来ることは少ないですが、少しずつ経
験を積み重ねて、皆様のお役に立てるよ
うに努めて参ります。

書記局
木原　雅貴

　
建
設
長
崎
メ
ン
バ
ー

ズ
カ
ー
ド
が
「
コ
ー
ナ

ン
Ｐ
Ｒ
Ｏ
」
で
使
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
お
会
計
時
に
、
メ
ン

バ
ー
ズ
カ
ー
ド
を
提
示

す
る
こ
と
で
、
税
抜
き

合
計
金
額
か
ら
三
％
の

割
引
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　
早
朝
か
ら
営
業
し
、

プ
ロ
向
け
の
住
宅
建

材
・
用
品
を
専
門
に
扱
う
同
店

は
、
全
国
に
一
二
〇
店
舗
あ
り

ま
す
が
、
建
設
長
崎
メ
ン
バ
ー

ズ
カ
ー
ド
で
割
引
が
受
け
ら
れ

る
の
は
、
長
崎
県
の
店
舗(

大

塔
店)

の
み
と
な
り
ま
す
。

「
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ナ
ン
」

は
割
引
対
象
外
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
コ
ー
ナ
ン
Ｐ
Ｒ
Ｏ
大
塔
店

（
佐
世
保
市
大
塔
町
八
－
六
二
）

×
建設長崎

3％割引

建
設
長
崎
メ
ン
バ
ー
ズ
カ
ー
ド
が

コ
ー
ナ
ン
Ｐ
Ｒ
Ｏ
で
使
え
ま
す
！ （

一
社
）
長
崎
県
中
小
建
設
業
協
会 

第
十
一
回
　
定
期
総
会

大
き
な
転
換
期
を
迎
え
る
建
設
産
業
で
、

人
材
確
保
に
賃
金
の
引
き
上
げ
、
適
正
化
は
必
須
。

　

協
会
は
、
令
和
五
年
七
月

二
十
日
（
木
）、
ホ
テ
ル
セ
ン

ト
ヒ
ル
長
崎
に
お
い
て
「
第

十
一
回
定
期
総
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
こ
の
三
年
間
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
規
模
縮
小
で
の
開
催
で
し
た

が
、
今
年
か
ら
感
染
対
策
を
講

じ
た
上
で
、
通
常
通
り
の
開
催

と
し
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
里
副
会
長
の
開
会
の

あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
主
催
者

を
代
表
し
て
北
村
会
長
は
「
今

年
十
月
か
ら
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
、
石
綿
含
有
建
材
の
資
格
者

に
よ
る
事
前
調
査
の
義
務
化
、

ま
た
来
年
四
月
か
ら
は
建
設
業

の
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が

適
用
さ
れ
る
な
ど
、
建
設
業
界

は
大
き
な
転
機
を
迎
え
て
い
る
。

ま
た
、
産
業
間
に
お
け
る
人
材

の
獲
得
競
争
が
激
化
す
る
な
か

で
、
建
設
業
に
ど
れ
だ
け
若
い

人
を
迎
え
入
れ
ら
れ
る
か
が
業

界
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
建

設
業
と
全
産
業
の
生
産
労
働
者

の
年
間
賃
金
の
格
差
が
百
万
円

程
度
あ
り
、
少
な
く
と
も
全
産

業
並
み
に
賃
金
を
上
げ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た

め
に
も
公
共
事
業
予
算
を
引
き

続
き
拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
来
賓
と
し
て
長
崎
県
土
木
部

の
坂
田
参
事
監
並
び
に
長
崎
県

建
産
連
の
根
〆
会
長
に
ご
出
席

い
た
だ
き
、
ご
あ
い
さ
つ
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
議
事
で
は
、
令
和
４
年
度
の

事
業
報
告
及
び
歳
入
歳
出
決
算

報
告
。
ま
た
、
中
小
建
設
事
業

者
へ
の
工
事
発
注
、
公
共
工
事

設
計
労
務
単
価
に
見
合
う
賃
金

の
支
払
い
、
工
事
発
注
に
お
け

る
適
正
単
価
の
設
定
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
に
関
す
る
要
請

等
を
含
む
令
和
５
年
度
の
事
業

計
画
（
案
）、
歳
入
歳
出
予
算

（
案
）
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
全

会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
小
宮
副
会
長
の
閉
会

の
あ
い
さ
つ
で
定
期
総
会
を
終

了
し
ま
し
た
。

　
七
月
二
十
三
～
二
十
四
日
、

平
成
二
十
九
年
以
来
と
な
る
親

睦
旅
行
会
を
行
い
ま
し
た
。
前

週
に
大
雨
被
害
を
受
け
た
大
分

の
日
田
も
行
程
に
予
定
し
て
お

り
、
旅
行
を
開
催
で
き
る
の
か

心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
問
題
な

く
無
事
出
発
で
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
全
員
が
バ
ス
に
乗
り

込
む
と
す
ぐ
に
支
部
長
の
あ
い

さ
つ
、
続
い
て
乾
杯
の
音
頭
と

共
に
楽
し
い
旅
行
が
ス
タ
ー
ト
。

ト
イ
レ
休
憩
を
挟
み
な
が
ら
、

い
く
つ
か
の
見
学
地
を
経
由
し
、

宿
泊
地
の
大
分
鉄
輪
を
目
指
し

ま
し
た
。

　
途
中
訪
れ
た
ク
ン
チ
ョ
ウ
酒

造
で
は
、
試
飲
も
楽
し
め
ま
し

た
が
、
皆
さ
ん
お
酒
よ
り
古
い

酒
蔵
の
作
り
に
興
味
を
惹
か
れ
、

い
つ
の
間
に
や
ら
専
門
の
方
々

に
よ
る
解
説
ツ
ア
ー
が
開
か
れ

て
い
ま
し
た
。

　
宿
泊
旅
館
へ
到
着
早
々
に
、

大
浴
場
で
温
泉
を
堪
能
し
、
お

楽
し
み
の
宴
会
で
は
、
美
味
し

い
料
理
に
舌
鼓
し
、
カ
ラ
オ
ケ

で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
二
日
目
は
、
一
日
目
の
疲
れ

か
、
お
酒
の
飲
み
す
ぎ
か
、
皆

さ
ん
若
干
お
疲
れ
気
味
の
よ
う

で
、
バ
ス
で
の
移
動
中
は
、
と

て
も
静
か
に
ゆ
っ
く
り
さ
れ
て

（
眠
っ
て
）
い
ま
し
た
。

　
二
日
間
の
道
中
、
立
ち
寄
っ

た
先
々
で
、「
も
う
何
も
買
わ

ん
」
と
言
い
な
が
ら
も
、
バ
ス

に
戻
っ
て
く
る
と
、
し
っ
か
り

と
お
土
産
を
手
に
し
て
お
り
、

久
し
ぶ
り
の
支
部
旅
行
、
参
加

し
て
良
か
っ
た
、
の
言
葉
と
、

た
く
さ
ん
の
お
土
産
と
共
に
無

事
に
終
了
し
ま
し
た
。

大浦支部 親睦旅行会
土産と笑顔が溢れんばかり

作業主任者技能講習の 
ご案内

①　足場の組立て等作業主任者講習会

地区 日　　程 会　　場 受 講 料

長崎
地区

令和 ５年
９月30日㈯～10月 １ 日㈰
午前 ９時００分～
� 午後 ５時００分
（受付開始：
午前 8時３０分より）

建設長崎本部
（長崎市城山町

17‒58）

8,000円
（組合員には
2,000円の助
成あり）

【受験資格】�満２１歳以上で、足場作業に ３年以上従事した
経験を有する者

　　　�足場作業の実務経験の要件は『 ３年以上』となって
いますが、今後は『足場の組立て等特別教育を受講
後 ３年以上』になってくることが予想されます。特
別教育を受講されていない方は早いうちに受講いた
だきますようお願いいたします。

②　木造建築物の組立て等作業主任者講習会

地区 日　　程 会　　場 受 講 料

長崎
地区

令和 ５年
10月14日㈯～15日㈰
午前 ９時００分～
� 午後 ５時00分
（受付開始：
� 午前 8時３０分より）

建設長崎本部
（長崎市城山町

17‒58）

8,000円
（組合員には
2,000円の助
成あり）

【受験資格】
　　　�満２１歳以上で、木造建築物の構造部材の組立て又は

これに伴う屋根若しくは外壁下地の取り付け作業に
３年以上従事した経験を有する者

【定　　員】�25名（なお、受講者が10名未満の場合は中止
する場合があります）

【受付方法】�支部にて随時受付。
　　　　　　①受講申請書（実務経験欄の証明が必要）
　　　　　　②運転免許証など本人確認ができる証明書の写
　　　　　　③�受講料を持参し、各支部事務所に提出。学

院発行の作業主任者手帳を所持している場
合は、提出をお願いします。

　　　　　　※写真は講習会当日に撮影します。
※注意！『個人事業主や一人親方の実務経験の証明について』
　�個人事業主や一人親方層の実務経験の証明については、
自己証明の場合第三者の証明が ２名分必要になります。
【申込締切】�①令和 ５年 ９月14日㈭�

②令和 ５年 ９月28日㈭
【問い合わせ先】�長崎労働局登録教習機関�

長崎県建設技術専門学院本部�
（TEL095‒861‒9261）�
登録 No.025‒1（足場）、No.025‒3（木建）�
－有効2024年12月－

あ
い
さ
つ
を
す
る
北
村
会
長
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国
保
だ
よ
り

	

を
配
布
し
て
お
り
ま
す
！

　
所
属
支
部
に
て
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
！

常
備
薬
セ
ッ
ト

　
毎
年
、
組
合
員
の
皆
様
に
お
配
り
し

て
い
る
「
常
備
薬
セ
ッ
ト
」
を
、
今
年

度
も
各
支
部
に
て
ご
用
意
し
て
お
り
ま

す
。

　
今
回
も
、
感
染
症
予
防
対
策
と
し
て

の
マ
ス
ク
か
ら
、
消
毒
液
、
絆
創
膏
、

湿
布
な
ど
の
外
傷
対
策
薬
品
ま
で
幅
広

く
ご
活
用
い
た
だ
け
る
内
容
で
お
配
り

し
て
お
り
ま
す
。
家
族
の
資
格
取
得
、

喪
失
や
、
各
種
変
更
届
の
手
続
き
等
、

各
所
属
支
部
へ
お
立
ち
寄
り
の
際
は
忘

れ
ず
に
お
受
け
取
り
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。

各
種
届
出
は
必
ず
お
手
続
き
下
さ
い
‼	

　
常
備
薬
を
お
受
け
取
り
の
際
に
も
う
一
度�

�

ご
確
認
く
だ
さ
い
！
　
　
　�

　
就
職
、
転
居
を
さ
れ
た
ご
家
族
は�

�

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？

　
就
職
等
の
理
由
に
よ
り
被
保

険
者
の
ご
家
族
に
異
動
が
あ
っ

た
場
合
、
組
合
員
の
皆
様
に
は

そ
の
都
度
異
動
の
手
続
き
を
お

願
い
し
て
お
り
ま
す
が
、
異
動

後
、
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い

ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
ま
す
。

　
結
婚
や
出
産
、
退
職
な
ど
で

扶
養
家
族
が
増
え
た
、
あ
る
い

は
就
職
や
結
婚
、
死
亡
や
世
帯

分
離
等
で
扶
養
家
族
が
減
っ
た
、

住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
な
ど
、

組
合
員
の
世
帯
に
異
動
が
あ
っ

た
と
き
は
、
十
四
日
以
内
に
届

け
出
が
必
要
で
す
。
資
格
の
取

得
、
喪
失
の
届
け
出
が
遅
れ
て

し
ま
い
ま
す
と
、
扶
養
家
族
の

保
険
料
を
遡
っ
て
支
払
っ
て
い

た
だ
い
た
り
、
保
険
料
の
返
還

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
ご
ざ

い
ま
す
。
ま
た
、
各
手
続
を
し

な
い
ま
ま
長
期
間
放
置
し
ま
す

と
、
療
養
費
申
請
（
医
療
費
の

払
い
戻
し
）
が
で
き
な
い
場
合

も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
お
届
け

忘
れ
が
無
い
よ
う
ご
家
族
様
に

お
か
れ
て
は
ご
確
認
い
た
だ
き
、

該
当
さ
れ
る
場
合
は
速
や
か
に

組
合
へ
お
届
け
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

令和５年度 巡回健診
　巡回健康診断申込書につきましては、３月下旬頃に「保険料の改定のお知ら
せ（ピンク色の封筒）」に同封しております。

○�申込書にご記入後、同封しております茶封筒に入れてポストに投函して下さ

い。

○40歳未満の方も2,000円のご負担で受診可能です！

◆注意事項◆～自己負担金2,000円をお支払いされるかたへのお願い～
　今年度より、自己負担額（2,000円）につきましては、受診日までに各所属

事務所にて事前にお支払いいただくようお願い致します！

　金銭授受による窓口での混雑を避けるため、ご協力をお願い致します。なお、

やむを得ず受診日までにお支払いが困難な場合、各所属事務所にお電話をお願

い致します。

令和５年度巡回健診実施日程（予定）

実施日 申込書
必着日 健診時間帯 地区 健診会場（予定）

₉/10㈰ ₈/25㈮ ₉時～12時 北松 相浦地区コミュニティセンター
10/₁㈰ ₉/15㈮ ₉時～12時 諫早 高城会館（諫早）
※�会場（予定）については、新型コロナウイルス感染症のワクチン接種会場となる可能性
があり、状況により急遽中止となる場合がございます。中止となった場合はお葉書等で
お知らせ致します。

●　健診会場は上記の中からお選び下さい

●　健診時刻は混雑解消のため個別に指定させていただきます。

●　�健診会場については、地元の行事、検診車の駐車環境等、利用予約の受付開始

時期等により日時、会場を変更する場合があります。

●　申込者数が実施必須人員（30名）に満たない場合は中止とさせていただきます。

残りわずか！

【お申込みに関するお願い】
巡回健診のお申込みは準備の都合上、実施日の２週間前必着で組合へお申込み下
さい。

長崎県建設事業国民健康保険組合指定温泉一覧表
※規定料金が異なる場合がございます。各温泉施設までお問合せ下さい。

2023.8.1 現在

消費税
10％ 指定温泉名称 利用区分 温泉施設内

場所
平日料金

規定料金
割引料金

メンバーズカード
提示

補助券の額
（温泉券利用）

利用者負担
（自己負担）

所在地
電話番号休日料金

長
　
崎
　
・
　
西
　
彼
　
地
　
区

稲佐山温泉
アマンディ 大人 830円 ▲30円 ▲300円 500円 長崎市曙町39-38

095 -862 -5555

i＋Land nagasaki
（旧）やすらぎ伊王島 大人

ホテル側
平日 800円 ▲100円 ▲300円 400円

長崎市伊王島町１丁目3277 -7
095 -898 -2202

休日 1,000円 ▲100円 ▲300円 600円
しまかぜ

平日 800円 ▲100円 ▲300円 400円
休日 1,000円 ▲100円 ▲300円 600円

喜道庵 大人 1,000円 － ▲300円 700円 西彼杵郡長与町岡郷2762 -1
095 -887 -4126

道の尾温泉 大人 750円 － ▲300円 450円 西彼杵郡長与町高田郷284
095 -856 -2631

ゆりの温泉 大人 900円 ▲100円 ▲300円 500円 西彼杵郡長与町高田郷2289 -2
095 -856 -2617

サンスパ
おおむら　ゆの華

メンバーズカード提示の有・無に関わらず
規定料金820円から120円お安くなって

700円になっています。

大人 820円 ▲420円 400円 大村市森園町663 -3
0957 -50 -1126

青雲荘 大人 880円 － ▲300円 580円 雲仙市小浜町雲仙500 -1
0957 -73 -3273小地獄温泉館 大人 500円 － ▲300円 200円

望洋荘

大人（高校生以上）
［７：30～16：30］ 550円 － ▲300円 250円

雲仙市小浜町南本町10
0957 -74 -3141

大人
［16：30～21：30］ 330円 － ▲300円 30円

雲仙市にお住いの方のみ
（保険証・運転免許証をご提示ください）

大人（60歳以上）［ 7 ：30～21：30］
209円 差額は返金されません。 0円

いいもり月の丘 大人 520円 － ▲300円 220円 諫早市飯盛町平古場279番地
0957 -28 -4141

県
　
北
　
地
　
区

国民宿舎　くじゃく荘 大人 600円 － ▲300円 300円 東彼杵郡川棚町小串郷272
0956 -82 -2661

川棚大崎温泉
しおさいの湯 大人 600円 － ▲300円 300円 東彼杵郡川棚町小串郷237

0956 -82 -6868
ザ・パラダイスガーデン

サセボ（※１） 大人 900円 － ▲300円 600円 佐世保市崎岡町853 -12
0956 -39 -4800

ホテルローレライ
ばってんの湯（※１） 大人 700円 ▲140円 ▲300円 260円 佐世保市南風崎町449

0956 -59 -3939
はさみ温泉

湯治楼
大人 平日 700円 － ▲300円 400円 東彼杵郡波佐見町長野郷558 -3

0956 -76 -9008大人 土・日・祝 750円 － ▲300円 450円
鹿町温泉　やすらぎ館 大人 660円 － ▲300円 360円 佐世保市鹿町町土肥ノ浦169 -2

0956 -66 -2617
平戸たびら温泉
サムソンホテル 大人 900円 －

▲300円
▲300円

施設負担
一律　
300円

平戸市田平町野田免210 -6
0950 -57 -1110

（※ 1）毎月26日「風呂の日」は規定料金が半額となり、補助券の使用は出来ません。

長建国保では、組合員及び家族の健康の保持増進を図
るため「指定温泉利用料金の割引及び補助制度」を実
施しています。ぜひご利用下さい。

■利用料金の割引
　指定温泉と契約し、規定料金より安い料金で利用で
きます。

■利用料金の補助
　（小人料金には、割引はありません。）
　補助券により、割引料金より更に安い料金で利用で
きます。
　規定料金－メンバーズカード割引＝割引後の料金
　割引後の料金－補助券（３００円）＝利用者負担金
・長建国保加入組合員（年間２０枚）
　組合のみ加入（年間 ６枚）
※支部事務所で申し込んで下さい。（要：印鑑）
※詳細については各支部事務所へお問い合わせ下さい。

■指定温泉施設の入浴料割引　
� 及び補助制度■

補助券

メンバーズカード

建 設 長 崎毎月１回１５日発行　　２０２３年（令和５年）８月１５日発行 （１９７４年５月３０日　第３種郵便物認可）　第 ６９8 号 �6


